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一般用医薬品の通信販売解禁を推進する議員連盟	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

一般用医薬品の通信販売規制問題に関する意見書（案）	
 

	
 

	
 

	
 一般用医薬品の通信販売の規制に関する問題につき政府方針決定に向けて、

現在政府・与党内で議論されていると承知していますが、本議員連盟は、国民

が望む一般用医薬品の安全安心かつ円滑な供給のために、以下のことを緊急に

申し入れます。 
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 記 
 
１．本日の議連総会における有識者講演及び事業者から出された要望書等も踏

まえると、国民の健康を守るためには、すべての一般用医薬品の安全安心で

円滑な供給体制を確保することが何よりも重要であり、そのために通信販売

も選択肢として認める抜本的な措置を構ずることが一刻も早く必要であるこ

とが改めて明らかになりました。 
 
（１）本日の議連総会における社会福祉法人日本盲人会連合による利用者の声

によると、通信販売を購入手段の一つとして頼りにしてきた方々にとって

は、経過措置を除き購入の道を合理的な理由もなく絶たれており、健康維

持の面で座視できない喫緊の問題となっています。通信販売継続を求める

署名は１５０万を越えており、内閣府の「国民の声」等に対しても改正省

令施行後多数の国民から通販再開を求める切実な声が届いています。 
（２）厚生労働省は、対面販売でなければ安全性を確保できないとするデータ

は存在しないと規制仕分け等で発言しており、そのような状況にもかわら

ず通信販売を一律に規制することには合理性がありません。	
 



２．政府は、必要な安全方策を含めて通信販売をルール化すべきであり、それ

に向けた明確な工程表を策定すべきです。 
 
（１）厚生労働省は、５月末で期限が切れる経過措置を先般延長しましたが、

これは単純に２年間延長したものであり、抜本的なものではありません。

また、厚生労働省は、漢方処方等一部の一般用医薬品についてリスク区分

の見直しの方向性を表明していますが、一般用医薬品は多様なニーズに基

づき約１万４千もの種類があり、上記の見直しではごく一部が改善される

に過ぎず、抜本的な対策にはなりません。すべての一般用医薬品を対象に

通信販売をルール化することが必要です。 
（２）一般用医薬品にもリスクはあるため安全性を担保する必要がありますが、

業界からは既にルールが示され、政府のＩＴ戦略本部においてもルール案

が示されており、議論の素材は既に提供されています。 
（３）本年３月６日の「規制仕分け」では、改革の方向性として、「安全性を確

保する具体的な要件の設定を前提に、第三類医薬品以外についても薬局・

薬店による郵便等販売の可能性を検討する」と示されました。これを踏ま

えて、一刻も早い具体的制度設計に向けた明確な工程表の策定が必要です。 
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